
  

 

様式第３号（第１３条関係） 

 

会議録 

会議の名称 令和６年度第５回朝霞第六小学校学校運営協議会 

開催日時 
令和７年２月６日(木)  午前９時００分から 

               午前１０時３０分まで 

開催場所 朝霞第六小学校 校長室 

出席者及び欠席者 

の職・氏名 

学校運営委員４名、事務局３名（教頭２名、主幹教諭） 

〈委員〉 

・渡邊由恵副委員長・前田敏委員・渡邊誠委員 

・田邊雅也委員（校長） 

〈事務局〉 

・池崎敏博 髙木 智（教頭 事務局） 

・岩本雄剛（主幹教諭） 

【欠席者】 

・渡邉聡委員長・尾池富美子委員・鈴木幸恵委員  

・吉山隼人委員 

議題 

１ 開会のことば 

２ 学校運営協議会 委員長挨拶 

３ 学校長挨拶 

４ 協議 

 （１）来年度に向けて 

（２）学校評価アンケートについて 

（３）その他 

５ 閉会の言葉 

会議資料 
・会議次第 

・学校評価アンケート資料 

会議録の作成方針 

 □電磁的記録から文書に書き起こした全文記録 

 □電磁的記録から文書に書き起こした要点記録 

 レ要点記録 

 □電磁的記録での保管（保存年限   年） 

電磁的記録から文書に書き起こ 

した場合の当該電磁的記録の保 

存期間 

□会議録の確認後消去 

□会議録の確認後 か月 

会議録の確認方法 委員長による確認 

傍聴者の数 ０人 

その他の必要事項 
 



  

 

  審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

１ 開会のことば（教頭） 

 

２ 学校運営協議会 委員長挨拶 

副委員長：学校運営協議会研修会に参加し、六小の良さを実感。今回もよい話し合いを

お願いいたします。 

 

３ 学校長挨拶（議題１ ２学期の学校の取組と３学期に向けてを含む） 

校長：学校運営協議会発表会の説明。運営委員会の方が汗をかいていただいている。現

在の学習モデルは、教師も子供も難解な問いに対して地域・保護者の協力を得な

がら進めていく。三方よしの考え方でウェルビーイングの学習を行っていきた

い。１年生児童が企業のファミリーマート主催の取組に応募、賞を取った。地域

とのつながりを大事にしたい。本町保育園他６園を招いて交流。楽しみと不安あ

る中、どのようにして関わっていくかを考えた。プレゼンをしたり、雑巾絞り体

験を実施したりした。中学校の体験。さくら学級ではロイロを使った値札つく

り。できれば企業と連携してみたい。 

第４期埼玉県教育振興基本計画。人生や社会の未来を切り拓く力をはぐくむ力を

育てたい。社会の要素を学校に入れていきたい。社会に開かれた教育課程を実践

する。教員のみではなく、地域の人も一目で分かるように。 

プロジェクトベースドラーニングで社会で生き抜く力を。朝霞の産業に参加した

教員・児童がいる。地域に飛び込み学んでいる。４年生の川まつりで東洋大学に

出張。黒目川の良さについて伝える。会社との連携も考えられる。チャンスは近

くにたくさんある。 

今後意見をいただきたいこと。運営員会の人選について。入れ替えはいずれしな

くてはならないが、アドバイザーとして今後とも参画していただきたい。 

委員：東洋大学では食に関する学部がある。食堂の会社がテレビに出ていた。テレビで

は芸能人などがレシピを考えるイベントをしていた。十文字大学もいろいろ交流

をしていた。身近な材がある。 

委員：斬新な取組が多くてよい。人で不足が社会でも課題。このような経験をした子供

たちがいずれ朝霞に戻ってきて地域を盛り立てていってもらいたいと願う。 

校長：消防団の紹介の取組、よかったと思う。今後は挨拶運動にいろいろなグループの

方に来ていただくと、いろいろなつながりを付けていきたい。 

委員：スキルを磨くことが第一になっている人が多いと感じる。挨拶や相手を思いやる

行動も大切にしていけたらよい。 

教頭：教員も重要性は分かっているが、どこまで声をかけていけばよいか悩むところで

はある。保護者との協力が必要。 

委員：挨拶も防犯に一助になるのでは。 

教頭：挨拶を行うと防犯上の抑止にもなると聞く。県の教頭会で話した内容で嵐山の少

子化が顕著。３校が１校にする方向があるそう。教育の統合が課題だそう。朝霞

はそうではないが、地域の力が必要であることはおなじであると感じた。 

校長：保護者の仮装で挨拶運動。中学校との連携。地域の人との挨拶運動。新しい取組

をしていきたい。 

委員：新座総合の生徒がフェスに毎年参加。高校としても発表の場があり感謝してい

る。夢を形にできる場をたくさん用意できるとよい。大学生でも起業している。

ＰＢＬを大切にして、地域と学校が結びついていければよいと感じた。 



  

 

 

４ 協議 

（１）来年度に向けて 

※挨拶の中で説明済なので割愛 

 

（２）学校評価アンケートについて 

主幹：学校評価についての説明 

委員：３５人学級に令和７年全実施だが、どのような変化があったか。 

校長：３０人前後に落ち着くので良いと感じている。 

委員：子供の活動が見れる、一緒に共感出来るのが人気の秘密だと感じている。トイレ

清掃は授業参観とセットで行うとよいと感じる。 

教頭：もし清掃するとして回数はいくつくらいがいいか。 

委員：月一回くらい？参加型の授業とセットでもいいかも。 

校長：体力向上の地域連携を考えている。地域行事への参加も。 

校長：教員の服装等に関して。どう伝えていけばよいか。 

委員：やはり気になるところは気になる。 

委員：課題と思うところを項目に入れてもよい。 

 

（３）その他 

教頭：３月２４日 卒業式１０：３０頃来校していただきたい。 

 

５ 閉会のことば 

 


